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平

成

二

十

四

年

第

二

回

六

戸

町

議

会

定

例

会

会

議

録

（

第

三

号

）

 

 

開

 
 

 
会

 

平

成

二

十

四

年

三

月

九

日

 

午

前

十

時

 

 

出

席

議

員

 

（

十

二

名

）

 

 
 

 
 

一

 
 

番

 
 

 
 

杉

 
 

 

山

 
 

 

茂

 
 

 

夫

 
 

 
 

 
 

 

二

 
 

番

 
 

 
 

附

 
 

 

田

 
 

 

輝

 
 

 

雄

 

 
 

 
 

三

 
 

番

 
 

 
 

久

 
 

 

田

 
 

 

伸

 
 

 

一

 
 

 
 

 
 

 

四

 
 

番

 
 

 
 

高

 
 

 

坂

 
 

 
 

 
 

 

茂

 

 
 

 
 

五

 
 

番

 
 

 
 

下

 
 

 

田

 
 

 

敏

 
 

 

美

 
 

 
 

 
 

 

六

 
 

番

 
 

 
 

川

 
 

 

村

 
 

 

重

 
 

 

光

 

 
 

 
 

七

 
 

番

 
 

 
 

河

 
 

 

野

 
 

 
 

 
 

 

豊

 
 

 
 

 
 

 

八

 
 

番

 
 

 
 

円

 
 

 

子

 
 

 

徳

 
 

 

通

 

 
 

 
 

九

 
 

番

 
 

 
 

母

 

良

 
田

 
 

 
 

 
 

 

昭

 
 

 
 

 
 

 

十

 
 

番

 
 

 
 

山

 
 

 

本

 
 

 
 

 
 

 

実

 

 
 

 
 

十

 

一

 

番

 
 

 
 

金

 
 

 

崎

 
 

 

盛

 
 

 

三

 
 

 
 

 
 

 

十

 

二

 

番

 
 

 
 

苫

 

米

 

地

 
 

 

繁

 
 

 

雄

 

 

欠

席

議

員

 

（

な

 

し

）

 
 

 

地

方

自

治

法

第

百

二

十

一

条

の

規

定

に

よ

り

、

説

明

の

た

め

出

席

し

た

者

の

職

氏

名

 

 
 

 
 

町

 
 

 
 

長

 
 

吉

 
 

 

田

 
 

 
 

 
 

 

豊

 
 

 
 

 
 

 

総

務

課

長

 
 

坂

 
 

 

本

 
 

 

定

 
 

 

美

 

 
 

 
 

企

画

財

政

課

長

 
 

保

 

土

 

沢

 
 

 

博

 
 

 

昭

 
 

 
 

 
 

 

税

務

課

長

 
 

棟

 
 

 

方

 
 

 

晃

 
 

 

祥

 

 
 

 
 

産

業

課

長

 
 

松

 
 

 

村

 
 

 
 

 
 

 

茂

 
 

 
 

 
 

 

町

民

福

祉

課

長

 
 

保

 

土

 

沢

 
 

 

定

 
 

 

一

 

 
 

 
 

建

 
 

 
 

設

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

下

 
 

 

田

 
 

 

正

 
 

 

幸

 
 

 
 

 
 

 

病

院

事

務

長

 
 

田

 
 

 

中

 
 

 

茂

 
 

 

樹

 

 
 

 
 

下

水

道

課

長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教

育

委

員

会

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会

計

管

理

者

 
 

山

 
 

 

本

 
 

 

晃

 
 

 

広

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

長

 
 

 

根

 
 

 

富

 
 

 

栄

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

委

 

員

 

長
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教

育

長

 
 

櫻

 
 

 

田

 
 

 

泰

 
 

 

弘

 
 

 
 

 
 

 

教

育

課

長

 
 

川

 
 

 

村

 
 

 

政

 
 

 

則

 

 
 

 
 

農

業

委

員

会

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

農

業

委

員

会

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

金

 
 

 

渕

 
 

 

盛

 
 

 

一

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松

 
 

 

村

 
 

 
 

 
 

 

茂

 

 
 

 
 

会

 
 

 
 

長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事

務

局

長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

選

挙

管

理

 

 
 

 
 

選

挙

管

理

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高

 
 

 

橋

 
 

 
 

 
 

 

司

 
 

 
 

 
 

 

委

員

会

 
 

坂

 
 

 

本

 
 

 

定

 
 

 

美

 

 
 

 
 

委

員

会

委

員

長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事

務

局

長

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

監

査

委

員

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

代

表

監

査

委

員

 
 

米

 

内

 

山

 
 

 
 

 
 

 

功

 
 

 
 

 
 

 

事

務

局

 
 

田

 
 

 

中

 
 

 

義

 
 

 

喜

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事

務

局

長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

本

会

議

に

職

務

の

た

め

出

席

し

た

者

の

職

氏

名

 

 
 

 
 

事

務

局

長

 
 

田

 
 

 

中

 
 

 

義

 
 

 

喜

 
 

 
 

 
 

 

事

務

局

次

長

 
 

吉

 
 

 

田

 
 

 

史

 
 

 

明

 

 
 

 
 

主

 
 

 
 

幹

 
 

畠

 
 

 

山

 
 

 
正

 
 

 

子

 

 

議

事

日

程

 

 
 

 
 

日

 

程

 

第

 
 

一

 
 

諸

報

告

 

 
 

 
 

日

 

程

 

第

 
 

二

 
 

予

算

特

別

委

員

会

付

託

案

件

の

委

員

長

報

告

及

び

採

決

 

 
 

 
 

日

 

程

 

第

 
 

三

 
 

議

案

第

 
 

 
 

三

号

 

青

森

県

新

産

業

都

市

建

設

事

業

団

に

委

託

す

べ

き

事

業

に

関

す

る

計

画

の

一

部

変

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

更

に

係

る

協

議

に

つ

い

て

 

 
 

 
 

日

 

程

 

第

 
 

四

 
 

議

案

第

 
 

 
 

四

号

 

青

森

県

市

町

村

職

員

退

職

手

当

組

合

を

組

織

す

る

地

方

公

共

団

体

数

の

増

減

及

び

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

青

森

県

市

町

村

職

員

退

職

手

当

組

合

規

約

の

変

更

に

つ

い

て

 

 
 

 
 

日

 

程

 

第

 
 

五

 
 

議

案

第

 
 

 
 

五

号

 

青

森

県

市

町

村

総

合

事

務

組

合

を

組

織

す

る

地

方

公

共

団

体

数

の

減

少

及

び

青

森
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県

市

町

村

総

合

事

務

組

合

規

約

の

変

更

に

つ

い

て

 

 
 

 
 

日

 

程

 

第

 
 

六

 
 

議

案

第

 
 

 
 

六

号

 

六

戸

町

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

案

 

 
 

 
 

日
 

程

 

第

 
 

七

 
 

議

案

第

 
 

 
 

七

号

 

六

戸

町

外

国

語

指

導

助

手

等

の

給

料

及

び

旅

費

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

る

条

例

案

 

 
 

 
 

日

 

程

 

第

 
 

八

 
 

議

案

第

 
 

 
 

八

号

 

六

戸

町

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

案

 

 
 

 
 

日

 

程

 

第

 
 

九

 
 

議

案

第

 
 

 
 

九

号

 

六

戸

町

介

護

保

険

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

案

 

 
 

 
 

日

 

程

 

第

 
 

十
 

 

議

案

第

 
 

 
 

十

号

 

町

道

の

路

線

変

更

に

つ

い

て

 

 
 

 
 

日

 

程

 

第

 

十

一

 
 

議

案

第

 
 

二

十

五

号

 

六

戸

町

監

査

委

員

の

選

任

に

つ

い

て

 

 
 

 
 

日

 

程

 

第

 

十

二

 
 

議

案

第

 
 

二

十

六

号

 

六

戸

町

副

町

長

の

選

任

に

つ

い

て

 

 
 

 
 

日

 

程

 

第

 

十

三

 
 

議

員

提

出

議

案

第

一

号

 

社

会

資

本

整

備

を

国

の

責

任

で

実

施

す

る

東

北

地

方

整

備

局

青

森

河

川

国

道

事

務

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所

の

存

続

を

求

め

る

意

見

書

の

提

出

に

つ

い

て

 

 
 

 
 

日

 

程

 

第

 

十

四

 
 

各

常

任

委

員

会

所

管

事

項

調

査

付

託

 

 

会

議

に

付

し

た

事

件

 

 
 

 
 

議

事

日

程

に

同

じ

 

 

会

議

録

署

名

議

員

の

氏

名

 

 
 

 
 

八

 
 

番

 
 

 
 

円

 
 

 

子

 
 

 

徳

 
 

 

通

 
 

 
 

 
 

 

九

 
 

番

 
 

 
 

母

 

良

 

田

 
 

 
 

 
 

 

昭
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会

議

の

経

過

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

起

立

願

い

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

ご

着

席

く

だ

さ

い

。

 

 
 

 
 

 

本

日

の

欠

席

議

員

は

お

り

ま

せ

ん

。

 

 
 

 
 

 

た

だ

い

ま

の

出

席

議

員

数

は

十

二

名

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

定

足

数

に

達

し

て

お

り

ま

す

の

で

、

会

議

は

成

立

い

た

し

ま

し

た

。

 

 
 

 
 

 

こ

れ

よ

り

本

日

の

会

議

を

開

き

ま

す

。

 

 

開

議

（

午

前

十

時

一

分

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

本

日

の

議

事

日

程

は

お

手

元

に

配

付

の

と

お

り

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

日

程

第

一

 

諸

報

告

を

行

い

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

地

方

自

治

法

第

百

二

十

一

条

の

規

定

に

よ

り

出

席

要

求

し

た

者

及

び

委

任

に

よ

る

出

席

者

の

氏

名

に

つ

い

て

は

、

お

手

元

に

配

付

し

て

あ

り

ま

す

出

席

者

名

簿

の

と

お

り

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

次

に

、

日

程

第

二

 

予

算

特

別

委

員

会

付

託

案

件

の

委

員

長

報

告

及

び

採

決

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

予

算

特

別

委

員

会

に

付

託

し

て

あ

り

ま

し

た

平

成

二

十

四

年

度

予

算

関

係

、

議

案

第

十

七

号

か

ら

第

二

十

四

号

ま

で

の

八

件

に

つ

い

て

審

査

が

終

了

し

た

旨

の

報

告

が

あ

り

ま

し

た

の

で

、

こ

こ

で

予

算

特

別

委

員

会

委

員

長

の

報

告

を

求

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

六

番

、

川

村

君

。
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予

算

特

別

委

員

長

（

川

村

重

光

君

）

 

 
 

 
 

 

そ

れ

で

は

、

予

算

特

別

委

員

会

の

審

査

結

果

の

報

告

を

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

今

議

会

定

例

会

に

お

い

て

、

予

算

特

別

委

員

会

に

付

託

さ

れ

ま

し

た

平

成

二

十

四

年

度

予

算

関

係

の

議

案

第

十

七

号

 

平

成

二

十

四

年

度

六

戸

町

一

般

会

計

予

算

、

議

案

第

十

八

号

 

平

成

二

十

四

年

度

六

戸

町

国

民

健

康

保

険

事

業

特

別

会

計

予

算

、

議

案

第

十

九

号

 

平

成

二

十

四

年

度

六

戸

町

国

民

健

康

保

険

病

院

事

業

特

別

会

計

予

算

、

議

案

第

二

十

号

 

平

成

二

十

四

年

度

六

戸

町

下

水

道

事

業

特

別

会

計

予

算

、

議

案

第

二

十

一

号

 

平

成

二

十

四

年

度

六

戸

町

農

業

集

落

排

水

事

業

特

別

会

計

予

算

、

議

案

第

二

十

二

号

 

平

成

二

十

四

年

度

六

戸

町

介

護

保

険

事

業

特

別

会

計

予

算

、

議

案

第

二

十

三

号

 

平

成

二

十

四

年

度

六

戸

町

後

期

高

齢

者

医

療

特

別

会

計

予

算

、

議

案

第

二

十

四

号

 

平

成

二

十

四

年

度

六

戸

町

霊

園

事

業

特

別

会

計

予

算

を

、

去

る

三

月

六

日

、

七

日

の

二

日

間

、

予

算

特

別

委

員

会

を

開

催

し

、

審

査

い

た

し

ま

し

た

。

 

 
 

 
 

 

そ

の

結

果

は

、

い

ず

れ

も

原

案

の

と

お

り

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

 

 
 

 
 

 

以

上

、

簡

単

で

あ

り

ま

す

が

、

予

算

特

別

委

員

会

委

員

長

の

報

告

と

い

た

し

ま

す

。

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

予

算

特

別

委

員

会

委

員

長

の

報

告

が

終

わ

り

ま

し

た

。

 

 
 

 
 

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

質

疑

及

び

討

論

を

省

略

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

よ

っ

て

、

質

疑

及

び

討

論

を

省

略

い

た

し

ま

す

。
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こ

れ

よ

り

、

議

案

第

十

七

号

か

ら

議

案

第

二

十

四

号

ま

で

の

八

件

を

一

括

し

て

採

決

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

た

だ

い

ま

の

委

員

長

の

報

告

は

、

い

ず

れ

も

原

案

可

決

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

委

員

長

報

告

の

と

お

り

決

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

よ

っ

て

、

議

案

第

十

七

号

 
平

成

二

十

四

年

度

六

戸

町

一

般

会

計

予

算

、

議

案

第

十

八

号

 

平

成

二

十

四

年

度

六

戸

町

国

民

健

康

保

険

事

業

特

別

会

計

予

算

、

議

案

第

十

九

号

 

平

成

二

十

四

年

度

六

戸

町

国

民

健

康

保

険

病

院

事

業

特

別

会

計

予

算

、

議

案

第

二

十

号

 

平

成

二

十

四

年

度

六

戸

町

下

水

道

事

業

特

別

会

計

予

算

、

議

案

第

二

十

一

号

 

平

成

二

十

四

年

度

六

戸

町

農

業

集

落

排

水

事

業

特

別

会

計

予

算

、

議

案

第

二

十

二

号

 

平

成

二

十

四

年

度

六

戸

町

介

護

保

険

事

業

特

別

会

計

予

算

、

議

案

第

二

十

三

号

 

平

成

二

十

四

年

度

六

戸

町

後

期

高

齢

者

医

療

特

別

会

計

予

算

、

議

案

第

二

十

四

号

 

平

成

二

十

四

年

度

六

戸

町

霊

園

事

業

特

別

会

計

予

算

、

以

上

、

八

件

の

議

案

は

、

そ

れ

ぞ

れ

原

案

の

と

お

り

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

 

 
 

 
 

 

次

に

、

日

程

第

三

 

議

案

第

三

号

 

青

森

県

新

産

業

都

市

建

設

事

業

団

に

委

託

す

べ

き

事

業

に

関

す

る

計

画

の

一

部

変

更

に

係

る

協

議

に

つ

い

て

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

担

当

課

長

の

説

明

を

求

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

企

画

財

政

課

長

。

 

 

企

画

財

政

課

長

（

保

土

沢

博

昭

君

）
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議

案

第

三

号

 

青

森

県

新

産

業

都

市

建

設

事

業

団

に

委

託

す

べ

き

事

業

に

関

す

る

計

画

の

一

部

変

更

に

係

る

協

議

に

つ

い

て

ご

説

明

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

平

成

二

十

四

年

度

に

お

い

て

行

う

事

業

計

画

の

一

部

変

更

に

つ

い

て

、

県

及

び

関

係

す

る

八

市

町

で

負

担

す

る

額

を

、

次

の

ペ

ー

ジ

の

別

紙

の

と

お

り

変

更

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

全

体

で

は

、

前

年

度

と

同

額

の

七

百

五

十

七

万

二

千

円

、

ま

た

、

当

町

の

負

担

額

は

前

年

度

よ

り

千

円

増

の

十

二

万

六

千

円

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。
 

 
 

 
 

 

以

上

で

、

議

案

第

三

号

の

説

明

と

い

た

し

ま

す

。

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

担

当

課

長

の

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

の

で

、

質

疑

を

受

け

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

質

疑

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 
（

「

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

質

疑

が

な

い

よ

う

で

す

か

ら

、

質

疑

を

終

結

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

討

論

省

略

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）
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ご

異

議

な

し

と

認

め

、

討

論

省

略

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

こ

れ

よ

り

、

議

案

第

三

号

を

採

決

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

本

案

は

、

原

案

の

と

お

り

決

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

よ

っ

て

、

議

案

第

三

号

 

青

森

県

新

産

業

都

市

建

設

事

業

団

に

委

託

す

べ

き

事

業

に

関

す

る

計

画

の

一

部

変

更

に

係

る

協

議

に

つ

い

て

は

、

原

案

の

と

お

り

可

決

い

た

し

ま

し

た

。

 

 
 

 
 

 

次

に

、

日

程

第

四

 

議

案

第

四

号

 

青

森

県

市

町

村

職

員

退

職

手

当

組

合

を

組

織

す

る

地

方

公

共

団

体

数

の

増

減

及

び

青

森

県

市

町

村

職

員

退

職

手

当

組

合

規

約

の

変

更

に

つ

い

て

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

担

当

課

長

の

説

明

を

求

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

総

務

課

長

。

 

 

総

務

課

長

（

坂

本

定

美

君

）

 

 
 

 
 

 

議

案

第

四

号

 

青

森

県

市

町

村

職

員

退

職

手

当

組

合

を

組

織

す

る

地

方

公

共

団

体

数

の

増

減

及

び

青

森

県

市

町

村

職

員

退

職

手

当

組

合

規

約

の

変

更

に

つ

い

て

ご

説

明

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

七

ペ

ー

ジ

を

ご

ら

ん

く

だ

さ

い

。
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本

案

は

、

構

成

団

体

の

公

立

金

木

病

院

組

合

が

平

成

二

十

四

年

三

月

三

十

一

日

を

も

っ

て

解

散

す

る

こ

と

、

ま

た

、

新

た

に

平

成

二

十

四

年

四

月

一

日

か

ら

つ

が

る

西

北

五

広

域

連

合

が

加

入

す

る

こ

と

か

ら

、

構

成

団

体

を

変

更

す

る

た

め

規

約

の

変

更

を

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

附

則

は

、

施

行

期

日

を

平

成

二

十

四

年

四

月

一

日

と

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

以

上

で

、

議

案

第

四

号

の

説

明

と

い

た

し

ま

す

。

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）
 

 
 

 
 

 

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

の

で

、

質

疑

を

受

け

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

質

疑

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

質

疑

が

な

い

よ

う

で

す

か

ら

、

質

疑

を

終

結

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

討

論

省

略

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

、

討

論

省

略

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

こ

れ

よ

り

、

議

案

第

四

号

を

採

決

い

た

し

ま

す

。
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お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

本

案

は

、

原

案

の

と

お

り

決

す

る

こ

と

に

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

よ

っ

て

、

議

案

第

四

号

 

青

森

県

市

町

村

職

員

退

職

手

当

組

合

を

組

織

す

る

地

方

公

共

団

体

数

の

増

減

及

び

青

森

県

市

町

村

職

員

退

職

手

当

組

合

規

約

の

変

更

に

つ

い

て

は

、

原

案

の

と

お

り

可

決

い

た

し

ま

し

た

。

 

 
 

 
 

 

次

に

、

日

程

第

五

 

議

案

第

五

号

 

青

森

県

市

町

村

総

合

事

務

組

合

を

組

織

す

る

地

方

公

共

団

体

数

の

減

少

及

び

青

森

県

市

町

村

総

合

事

務

組

合

規

約

の

変

更

に

つ

い

て

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

担

当

課

長

の

説

明

を

求

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

総

務

課

長

。

 

 

総

務

課

長

（

坂

本

定

美

君

）

 

 
 

 
 

 

議

案

第

五

号

 

青

森

県

市

町

村

総

合

事

務

組

合

を

組

織

す

る

地

方

公

共

団

体

数

の

減

少

及

び

青

森

県

市

町

村

総

合

事

務

組

合

規

約

の

変

更

に

つ

い

て

ご

説

明

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

十

ペ

ー

ジ

を

お

開

き

願

い

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

本

案

は

、

構

成

団

体

の

公

立

金

木

病

院

組

合

が

平

成

二

十

四

年

三

月

三

十

一

日

を

も

っ

て

解

散

す

る

こ

と

に

伴

い

、

構

成

団

体

を

変

更

す

る

た

め

規

約

の

変

更

を

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

附

則

は

、

施

行

期

日

を

平

成

二

十

四

年

四

月

一

日

と

す

る

も

の

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

以

上

で

、

議

案

第

五

号

の

説

明

と

い

た

し

ま

す

。
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議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

の

で

、

質

疑

を

受

け

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

質

疑

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

質

疑

が

な

い

よ

う

で

す

か

ら

、

質

疑

を

終

結

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

討

論

省

略

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 
（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

、

討

論

省

略

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

こ

れ

よ

り

、

議

案

第

五

号

を

採

決

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

本

案

は

、

原

案

の

と

お

り

決

す

る

こ

と

に

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）
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議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

よ

っ

て

、

議

案

第

五

号

 

青

森

県

市

町

村

総

合

事

務

組

合

を

組

織

す

る

地

方

公

共

団

体

数

の

減

少

及

び

青

森

県

市

町

村

総

合

事

務

組

合

規

約

の

変

更

に

つ

い

て

は

、

原

案

の

と

お

り

可

決

い

た

し

ま

し

た

。

 

 
 

 
 

 

次

に

、

日

程

第

六

 

議

案

第

六

号

 

六

戸

町

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

案

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

担

当

課

長

の

説

明

を

求

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

総

務

課

長

。

 

 

総

務

課

長

（

坂

本

定

美

君

）

 

 
 

 
 

 

議

案

第

六

号

 

六

戸

町

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

案

に

つ

い

て

ご

説

明

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

十

二

ペ

ー

ジ

を

ご

ら

ん

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

本

案

は

、

六

戸

町

教

育

委

員

会

へ

教

育

職

職

員

を

配

置

す

る

た

め

、

新

た

に

教

育

職

給

料

表

を

追

加

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

十

三

ペ

ー

ジ

か

ら

十

六

ペ

ー

ジ

は

、

教

育

職

給

料

表

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

十

七

ペ

ー

ジ

の

附

則

で

、

施

行

期

日

を

平

成

二

十

四

年

四

月

一

日

と

す

る

も

の

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

以

上

で

、

議

案

第

六

号

の

説

明

と

い

た

し

ま

す

。

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

の

で

、

質

疑

を

受

け

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

質

疑

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

な

し

」

の

声

あ

り

）
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議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

質

疑

が

な

い

よ

う

で

す

か

ら

、

質

疑

を

終

結

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

討

論

省

略

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

、

討

論

省

略

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

こ

れ

よ

り

、

議

案

第

六

号

を

採

決

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

本

案

は

、

原

案

の

と

お

り

決

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

よ

っ

て

、

議

案

第

六

号

 

六

戸

町

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

案

は

、

原

案

の

と

お

り

可

決

い

た

し

ま

し

た

。

 

 
 

 
 

 

次

に

、

日

程

第

七

 

議

案

第

七

号

 

六

戸

町

外

国

語

指

導

助

手

等

の

給

料

及

び

旅

費

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

案

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

担

当

課

長

の

説

明

を

求

め

ま

す

。
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教

育

課

長

。

 

 

教

育

課

長

（

川

村

政

則

君

）

 

 
 

 
 

 

議

案

第

七

号

 

六

戸

町

外

国

語

指

導

助

手

等

の

給

料

及

び

旅

費

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

案

に

つ

い

て

ご

説

明

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

議

案

の

十

九

ペ

ー

ジ

を

お

開

き

く

だ

さ

い

。

 

 
 

 
 

 

説

明

補

足

資

料

も

あ

わ

せ

て

ご

ら

ん

く

だ

さ

い

。

 

 
 

 
 

 

第

三

条

中

、

給

料

「

三

十

万

円

」

を

「

二

十

八

万

円

」

に

改

め

、

第

五

条

の

旅

費

に

「

移

転

料

」

を

追

加

す

る

も

の

で

す

。

 

 
 

 
 

 

附

則

で

す

が

、

施

行

期

日

に

つ

い

て

定

め

た

も

の

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

以

上

で

、

議

案

第

七

号

の

説

明

と

い

た

し

ま

す

。

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

の

で

、

質

疑

を

受

け

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

質

疑

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

質

疑

が

な

い

よ

う

で

す

か

ら

、

質

疑

を

終

結

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

討

論

省

略

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。
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（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

、

討

論

省

略

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

こ

れ

よ

り

、

議

案

第

七

号

を

採

決

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

本

案

は

、

原

案

の

と

お

り

決

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

よ

っ

て

、

議

案

第

七

号

 

六

戸

町

外

国

語

指

導

助

手

等

の

給

料

及

び

旅

費

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

案

は

、

原

案

の

と

お

り

可

決

い

た

し

ま

し

た

。

 

 
 

 
 

 

次

に

、

日

程

第

八

 

議

案

第

八

号

 

六

戸

町

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

案

に

つ

い

て

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

担

当

課

長

の

説

明

を

求

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

税

務

課

長

。

 

 

税

務

課

長

（

棟

方

晃

祥

君

）

 

 
 

 
 

 

そ

れ

で

は

ご

説

明

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

議

案

第

八

号

 

六

戸

町

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

案

に

つ

い

て

ご

説

明

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

説

明

補

足

資

料

二

ペ

ー

ジ

か

ら

の

新

旧

対

照

表

も

ご

参

照

く

だ

さ

い

。
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議

案

の

二

十

一

ペ

ー

ジ

を

お

開

き

く

だ

さ

い

。

 

 
 

 
 

 

六

戸

町

税

条

例

、

第

九

十

五

条

の

改

正

は

、

た

ば

こ

税

の

税

率

を

千

本

に

つ

き

四

千

六

百

十

八

円

か

ら

六

百

四

十

四

円

引

き

上

げ

て

、

五

千

二

百

六

十

二

円

と

す

る

も

の

で

す

。

 

 
 

 
 

 

続

い

て

、

附

則

第

九

条

を

削

除

す

る

改

正

は

、

町

民

税

の

分

離

課

税

に

か

か

る

所

得

割

の

額

の

特

例

等

を

廃

止

す

る

た

め

の

も

の

で

す

。

 

 
 

 
 

 

次

に

、

附

則

第

十

六

条

の

二

、

第

一

項

の

改

正

は

、

旧

三

級

品

の

た

ば

こ

の

税

率

を

千

本

に

つ

き

二

千

百

九

十

円

か

ら

三

百

五

円

引

き

上

げ

て

、

二

千

四

百

九

十

五

円

と

す

る

も

の

で

す

。

 

 
 

 
 

 

続

い

て

、

二

十

二

ペ

ー

ジ

中

ほ

ど

に

な

り

ま

す

が

、

附

則

第

二

十

五

条

を

追

加

す

る

改

正

は

、

個

人

の

住

民

税

の

税

率

の

特

例

等

を

定

め

る

も

の

で

あ

り

、

平

成

二

十

六

年

度

か

ら

平

成

三

十

五

年

度

ま

で

の

各

年

度

分

の

個

人

住

民

税

の

均

等

割

の

税

率

を

五

百

円

引

き

上

げ

て

、

三

千

五

百

円

と

す

る

も

の

で

す

。

 

 
 

 
 

 

そ

の

ほ

か

は

、

字

句

の

改

正

及

び

条

文

の

整

理

を

行

っ

た

も

の

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

附

則

で

す

が

、

第

一

条

は

施

行

期

日

に

つ

い

て

、

第

二

条

及

び

第

三

条

は

町

民

税

及

び

町

た

ば

こ

税

に

係

る

経

過

措

置

に

つ

い

て

定

め

た

も

の

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

以

上

で

、

議

案

第

八

号

の

説

明

と

い

た

し

ま

す

。
 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

の

で

、

質

疑

を

受

け

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

質

疑

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）
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質

疑

が

な

い

よ

う

で

す

か

ら

、

質

疑

を

終

結

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

討

論

省

略

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）
 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

、

討

論

省

略

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

こ

れ

よ

り

、

議

案

第

八

号

を

採

決

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

本

案

は

、

原

案

の

と

お

り

決

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 
（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

よ

っ

て

、

議

案

第

八

号

 

六

戸

町

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

案

に

つ

い

て

は

、

原

案

の

と

お

り

可

決

い

た

し

ま

し

た

。

 

 
 

 
 

 

次

に

、

日

程

第

九

 

議

案

第

九

号

 

六

戸

町

介

護

保

険

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

案

に

つ

い

て

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

担

当

課

長

の

説

明

を

求

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

町

民

福

祉

課

長

。

 

 

町

民

福

祉

課

長

（

保

土

沢

定

一

君

）
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そ

れ

で

は

、

ご

説

明

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

議

案

第

九

号

 

六

戸

町

介

護

保

険

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

案

に

つ

い

て

ご

説

明

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

条

例

改

正

内

容

に

つ

い

て

は

、

議

案

書

二

十

五

ペ

ー

ジ

を

ご

ら

ん

く

だ

さ

い

。

 

 
 

 
 

 

改

正

内

容

は

、

第

一

号

被

保

険

者

の

保

険

料

を

改

正

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

第

二

条

は

、

「

平

成

二

十

一

年

か

ら

平

成

二

十

三

年

度

」

を

、

「

平

成

二

十

四

年

度

か

ら

平

成

二

十

六

年

度

」

と

し

、

保

険

料

率

の

改

正

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

附

則

と

い

た

し

ま

し

て

は

、

第

一

条

は

、

施

行

期

日

を

定

め

た

も

の

で

あ

り

、

第

二

条

は

、

経

過

措

置

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

以

上

で

、

議

案

第

九

号

の

説

明

を

終

わ

り

ま

す

。

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

の

で

、

質

疑

を

受

け

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

質

疑

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

質

疑

が

な

い

よ

う

で

す

か

ら

、

質

疑

を

終

結

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

討

論

省

略

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）
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議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

、

討

論

省

略

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

こ

れ

よ

り

、

議

案

第

九

号

を

採

決

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

本

案

は

、

原

案

の

と

お

り

決

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

よ

っ

て

、

議

案

第

九

号

 

六

戸

町

介

護

保

険

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

案

に

つ

い

て

は

、

原

案

の

と

お

り

可

決

い

た

し

ま

し

た

。

 

 
 

 
 

 

次

に

、

日

程

第

十

 

議

案

第

十

号

 

町

道

の

路

線

変

更

に

つ

い

て

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

担

当

課

長

の

説

明

を

求

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

建

設

下

水

道

課

長

。

 

 

建

設

下

水

道

課

長

（

下

田

正

幸

君

）

 

 
 

 
 

 

議

案

第

十

号

 

町

道

の

路

線

変

更

に

つ

い

て

ご

説

明

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

本

案

は

、

道

路

法

第

八

条

第

二

項

及

び

第

十

条

第

三

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

別

紙

の

と

お

り

町

道

の

路

線

を

変

更

す

る

た

め

提

案

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

次

の

ペ

ー

ジ

の

別

紙

を

ご

ら

ん

く

だ

さ

い

。

 

 
 

 
 

 

あ

わ

せ

て

、

補

足

資

料

の

五

ペ

ー

ジ

、

六

ペ

ー

ジ

も

ご

ら

ん

く

だ

さ

い

。

 

 
 

 
 

 

本

路

線

の

変

更

に

つ

い

て

は

、

終

点

の

変

更

で

ご

ざ

い

ま

す

。
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整

理

番

号

八

十

二

、

路

線

名

、

第

一

高

森

線

、

起

点

六

戸

町

大

字

犬

落

瀬

字

柳

沢

九

十

番

地

三

百

六

十

二

、

終

点

、

六

戸

町

大

字

犬

落

瀬

字

柳

沢

二

百

七

十

七

番

地

四

。

 

 
 

 
 

 

以

上

で

説

明

を

終

わ

り

ま

す

。

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

の

で

、

質

疑

を

受

け

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

質

疑

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

質

疑

が

な

い

よ

う

で

す

か

ら

、

質

疑

を

終

結

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

討

論

省

略

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。
 

 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

、

討

論

省

略

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

こ

れ

よ

り

、

議

案

第

十

号

を

採

決

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

本

案

は

、

原

案

の

と

お

り

決

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。
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（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

よ

っ

て

、

議

案

第

十

号

 

町

道

の

路

線

変

更

に

つ

い

て

は

、

原

案

の

と

お

り

可

決

い

た

し

ま

し

た

。

 

 
 

 
 

 

次

に

、

日

程

第

十

一

 

議

案

第

二

十

五

号

 

六

戸

町

監

査

委

員

の

選

任

に

つ

い

て

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

提

案

者

の

説

明

が

終

わ

っ

て

お

り

ま

す

の

で

、

直

ち

に

質

疑

を

受

け

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

質

疑

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

質

疑

が

な

い

よ

う

で

す

か

ら

、

質

疑

を

終

結

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

討

論

省

略

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

、

討

論

省

略

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

こ

れ

よ

り

、

議

案

第

二

十

五

号

を

採

決

い

た

し

ま

す

。
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お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

本

案

は

、

原

案

の

と

お

り

同

意

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

よ

っ

て

、

議

案

第

二

十

五

号

 

六

戸

町

監

査

委

員

の

選

任

に

つ

い

て

は

、

原

案

の

と

お

り

同

意

す

る

こ

と

に

決

定

い

た

し

ま

し

た

。

 

 
 

 
 

 

次

に

、

日

程

第

十

二

 
議

案

第

二

十

六

号

 

六

戸

町

副

町

長

の

選

任

に

つ

い

て

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

提

案

者

の

説

明

が

終

わ

っ

て

お

り

ま

す

の

で

、

直

ち

に

質

疑

を

受

け

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

質

疑

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 

五

番

。

 

 

五

 
 

番

（

下

田

敏

美

君

）

 

 
 

 
 

 

町

長

が

四

年

以

上

に

わ

た

っ

て

熟

慮

し

た

人

事

で

す

か

ら

私

は

全

く

異

議

が

な

い

ん

で

す

が

、

た

だ

、

人

事

に

関

し

て

は

町

民

と

の

接

遇

の

問

題

が

よ

く

取

り

ざ

た

さ

れ

る

わ

け

で

す

が

、

あ

る

市

に

あ

っ

て

は

、

副

町

長

が

東

京

の

講

演

で

職

員

の

悪

口

を

言

っ

て

、

帰

っ

て

来

て

マ

ス

コ

ミ

に

話

題

に

さ

れ

て

、

非

常

に

去

年

い

ろ

い

ろ

な

週

刊

誌

を

に

ぎ

わ

し

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

町

長

に

お

願

い

し

た

い

の

は

、

町

民

と

の

接

遇

を

し

て

よ

り

よ

い

ま

ち

づ

く

り

に

努

め

て

ほ

し

い

と

い

う

こ

と

を

お

願

い

し

て

質

問

を

終

わ

り

ま

す

。

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

町

長

。
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町

 
 

長

（

吉

田

 

豊

君

）

 

 
 

 
 

 

き

わ

め

て

大

事

な

私

も

そ

れ

な

り

の

役

目

に

つ

い

た

者

は

大

事

な

こ

と

だ

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

そ

れ

ぞ

れ

の

立

場

の

中

で

述

べ

る

方

は

い

ら

っ

し

ゃ

る

わ

け

で

ご

ざ

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

で

も

、

近

年

は

当

然

の

こ

と

と

し

て

、

私

ど

も

の

ほ

う

は

心

し

て

真

摯

に

対

応

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

い

う

こ

と

が

課

せ

ら

れ

て

お

り

ま

す

の

で

、

今

お

願

い

し

た

人

事

に

関

し

ま

し

て

も

、

そ

の

方

は

し

っ

か

り

と

そ

れ

を

心

得

て

や

っ

て

い

た

だ

け

る

方

だ

な

と

思

い

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

そ

し

て

ま

た

、

町

民

は

も

ち

ろ

ん

で

あ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

議

員

の

皆

様

初

め

、

そ

う

い

う

方

々

と

よ

り

詳

細

に

わ

た

り

な

が

ら

お

話

合

い

を

し

な

が

ら

私

ど

も

六

戸

町

の

た

め

に

努

め

ら

れ

れ

ば

い

い

な

と

、

ま

た

そ

れ

を

理

解

し

な

が

ら

や

っ

て

い

け

る

方

だ

と

い

う

ふ

う

に

思

っ

て

お

り

ま

す

。

今

の

姿

勢

と

い

う

接

遇

に

か

か

わ

る

あ

り

方

、

こ

れ

は

、

今

役

職

に

あ

る

者

ば

か

り

で

は

な

く

、

職

員

も

同

様

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

私

ど

も

は

、

あ

る

意

味

で

は

今

課

題

と

し

て

お

り

ま

す

の

で

、

今

後

そ

の

勉

強

会

を

ど

う

し

て

い

く

の

か

、

そ

れ

ら

も

含

め

な

が

ら

、

も

っ

と

人

々

と

の

接

し

方

の

あ

り

方

と

い

う

こ

と

を

心

し

な

が

ら

今

後

努

め

て

ま

い

り

た

い

と

い

う

ふ

う

に

思

い

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

よ

ろ

し

い

で

す

か

。

 

 
 

 
 

 

ほ

か

に

質

疑

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 

十

一

番

。

 

 

十

一

番

（

金

崎

盛

三

君

）

 

 
 

 
 

 

今

の

件

に

つ

い

て

、

前

蹴

場

助

役

以

来

、

町

長

一

人

で

職

務

を

行

い

頑

張

っ

て

き

た

と

思

い

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

今

後

は

、

町

長

の

健

康

維

持

の

た

め

に

も

、

ま

た

、

行

政

の

円

滑

な

推

進

の

た

め

に

も

補

佐

が

必

要

だ

と

思

い

ま

す

。

ぜ

ひ

満

場

一

致

で

皆

さ

ん

方

の

ご

賛

同

を

賜

り

た

く

、

ご

協

力

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

。
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以

上

で

す

。

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

町

長

。

 

 

町

 
 

長

（

吉

田

 

豊

君

）

 

 
 

 
 

 

本

当

に

あ

り

が

た

い

お

言

葉

、

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

実

際

は

長

年

副

町

長

不

在

と

い

う

形

で

や

っ

て

き

た

わ

け

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

私

が

感

じ

て

お

り

ま

し

た

の

は

、

そ

れ

ぞ

れ

管

理

職

に

あ

る

者

が

責

任

を

持

ち

な

が

ら

担

当

の

人

た

ち

と

協

議

し

な

が

ら

や

っ

て

ま

い

り

ま

し

た

。

 

 
 

 
 

 

し

か

し

、

や

は

り

職

員

と

い

う

部

分

と

ま

た

違

う

立

場

の

中

に

あ

っ

て

、

努

力

し

て

き

た

の

は

い

い

ん

で

あ

り

ま

す

が

、

や

は

り

こ

れ

か

ら

の

変

動

激

し

き

激

動

の

時

代

で

ご

ざ

い

ま

す

の

で

、

そ

れ

ら

に

耳

を

し

っ

か

り

と

ア

ン

テ

ナ

を

立

て

て

私

ど

も

は

と

ら

え

な

が

ら

頑

張

っ

て

い

く

と

い

う

こ

と

に

な

り

ま

す

と

、

私

一

人

だ

け

の

能

力

で

は

い

か

が

か

な

と

、

や

は

り

体

制

を

し

っ

か

り

と

整

え

て

、

私

ど

も

は

事

に

当

た

る

こ

と

が

こ

れ

か

ら

の

時

代

へ

の

ス

ム

ー

ズ

な

る

適

応

力

と

い

い

ま

す

か

、

そ

れ

を

高

め

る

こ

と

に

な

る

の

で

は

な

い

の

か

な

と

い

う

ふ

う

に

思

っ

て

お

り

ま

す

の

で

、

健

康

の

点

に

関

し

ま

し

て

は

今

の

と

こ

ろ

ち

ょ

っ

と

体

形

の

問

題

が

あ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

特

別

な

も

の

は

な

い

ん

で

あ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

や

は

り

ス

ム

ー

ズ

に

、

留

守

で

あ

る

と

か

そ

う

い

う

こ

と

が

な

き

状

態

の

中

で

今

後

は

や

っ

て

い

く

こ

と

が

対

社

会

と

の

中

に

あ

り

ま

し

て

一

番

理

想

で

あ

ろ

う

と

い

う

ふ

う

に

思

っ

て

お

り

ま

す

の

で

、

今

ま

で

別

に

私

自

身

は

変

わ

る

わ

け

で

は

ご

ざ

い

ま

せ

ん

け

れ

ど

も

、

中

身

濃

く

歩

ん

で

い

け

れ

ば

と

思

い

ま

す

の

で

、

今

後

と

も

努

力

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

あ

り

が

た

い

お

言

葉

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

よ

ろ

し

い

で

す

か

。
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ほ

か

に

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

質

疑

が

な

い

よ

う

で

す

か

ら

、

質

疑

を

終

結

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

討

論

省

略

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

、

討

論

省

略

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

こ

れ

よ

り

、

議

案

第

二

十

六

号

を

採

決

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

本

案

は

、

原

案

の

と

お

り

同

意

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

よ

っ

て

、

議

案

第

二

十

六

号

 

六

戸

町

副

町

長

の

選

任

に

つ

い

て

は

、

原

案

の

と

お

り

同

意

す

る

こ

と

に

決

定

い

た

し

ま

し

た

。
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次

に

、

日

程

第

十

三

 

議

員

提

出

議

案

第

一

号

 

社

会

資

本

整

備

を

国

の

責

任

で

実

施

す

る

東

北

地

方

整

備

局

青

森

河

川

国

道

事

務

所

の

存

続

を

求

め

る

意

見

書

の

提

出

に

つ

い

て

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

本

案

は

、

六

番

、

川

村

重

光

君

ほ

か

四

名

か

ら

議

員

提

案

と

し

て

提

出

さ

れ

て

お

り

ま

す

が

、

提

出

者

の

提

案

理

由

の

説

明

及

び

質

疑

並

び

に

討

論

を

省

略

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

こ

れ

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

よ

っ

て

、

提

出

者

の

提

案

理

由

の

説

明

及

び

質

疑

並

び

に

討

論

を

省

略

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

こ

れ

よ

り

、

議

員

提

出

議

案

第

一

号

を

採

決

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

本

案

は

、

原

案

の

と

お

り

可

決

し

、

内

閣

総

理

大

臣

、

総

務

大

臣

、

衆

議

院

議

長

、

参

議

院

議

長

に

提

出

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

よ

っ

て

、

議

員

提

出

議

案

第

一

号

 

社

会

資

本

整

備

を

国

の

責

任

で

実

施

す

る

東

北

地

方

整

備

局

青

森

河

川

国

道

事

務

所

の

存

続

を

求

め

る

意

見

書

を

別

紙

の

と

お

り

提

出

す

る

こ

と

に

決

定

い

た

し

ま

し

た

。
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次

に

、

日

程

第

十

四

 

各

常

任

委

員

会

の

所

管

事

項

調

査

付

託

に

つ

い

て

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

こ

の

た

び

、

総

務

常

任

委

員

会

委

員

長

、

円

子

徳

通

君

、

産

業

民

生

常

任

委

員

会

委

員

長

、

川

村

重

光

君

か

ら

、

所

管

事

務

に

つ

い

て

、

閉

会

中

も

委

員

会

活

動

及

び

調

査

等

を

実

施

し

た

い

旨

、

六

戸

町

議

会

会

議

規

則

第

七

十

三

条

の

規

定

に

よ

り

、

継

続

調

査

申

出

書

が

議

長

に

提

出

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

な

お

、

各

常

任

委

員

会

の

調

査

事

項

等

の

内

容

に

つ

い

て

は

、

お

手

元

に

配

付

し

て

あ

り

ま

す

継

続

調

査

申

出

書

の

と

お

り

で

あ

り

ま

す

の

で

、

説

明

を

省

略

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

な

お

、

期

間

は

、

平

成

二

十

四

年

三

月

議

会

定

例

会

終

了

後

か

ら

、

平

成

二

十

五

年

三

月

議

会

定

例

会

招

集

日

前

日

ま

で

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

以

上

、

各

常

任

委

員

会

に

付

託

の

上

、

閉

会

中

の

継

続

審

査

と

す

る

こ

と

に

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

こ

れ

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

）

 

 

議

 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

）

 

 
 

 
 

 

ご

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

よ

っ

て

、

本

件

は

そ

れ

ぞ

れ

の

委

員

会

に

付

託

の

上

、

継

続

調

査

と

す

る

こ

と

に

決

定

い

た

し

ま

し

た

。

 

 
 

 
 

 

以

上

で

、

本

定

例

会

に

付

議

さ

れ

ま

し

た

事

件

は

す

べ

て

議

了

い

た

し

ま

し

た

。

 

 
 

 
 

 

こ

れ

を

も

ち

ま

し

て

、

平

成

二

十

四

年

第

二

回

六

戸

町

議

会

定

例

会

を

閉

会

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 

ご

協

力

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

 

閉

会

（

午

前

十

時

三

十

分

）
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地

方

自

治

法

第

百

二

十

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

こ

こ

に

署

名

す

る

。

 

  
 

 
 

平

成

 
 

年

 
 

月

 
 

日

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
議

 
 

 
 

 

長

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

会

議

録

署

名

議

員

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

会

議

録

署

名

議

員

 


